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２
月
定
例
県
議
会
は
、
２
月
18
日

か
ら
３
月

24
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
斉
藤
県
議
が
本
会
議
で
一
般

質
問
に
立
つ
と
と
も
に
、
予
算
特
別

委
員
会
で
千
田
美
津
子
県
議
が
総
括

質
疑
に
立
ち
、
３
人
の
県
議
団
が
力

を
合
わ
せ
て
県
民
の
切
実
な
要
求
実

現
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

戦
争
法
廃
止
と
国
政
選
挙
で
の
野

党
共
闘
の
実
現
な
ど
５
野
党
党
首
が

４
項
目
の
合
意
を
行
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
達
増
知
事
は｢

安
保
関
連
法
は

廃
止
が
適
当｣｢

安
保
関
連
法
廃
止
を

軸
に
民
意
を
結
集
し
、
新
し
い
政
治

を
生
み
出
そ
う
と
す
る
各
党
の
志
は

評
価
に
値
す
る｣｢

県
民
の
皆
さ
ん
の

大
き
な
思
い
が
形
に
な
る
よ
う
力
を

尽
く
し
て
い
き
た
い｣

と
積
極
的
に

評
価
す
る
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。 

 

人
多
い
１
９
３
人
を
配
置
し
、
市
町
村

が
雇
用
す
る
支
援
員
も
昨
年
度
を
上

回
る
計
画
に
す
る
と
答
え
ま
し
た
。 

 

被
災
者
の
医
療
費
・
介
護
利
用
料
等

の
免
除
措
置
は

12
月
末
ま
で
継
続

に
。
さ
ら
な
る
継
続
を
求
め
ま
し
た
。 

16
年
度
に
開
業
。
高
田
病
院
は
17
年

度
開
業
に
向
け
て
整
備
さ
れ
ま
す
。 

 

看
護
師
は
２
年
間
で
計
画
の
72
人

を
上
回
る
98
人
の
増
員
を
実
現
。
今

年
度
も

38
人
の
計
画
を
上
回
る

45

人
の
増
員
の
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

人
の
減
少
と
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
お

り
、
医
師
確
保
の
取
り
組
み
を
抜
本
的

に
強
化
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

す
。
昨
年
４
月
１
日
現
在
の
待
機
児
童

は
１
２
８
人
で
、｢

隠
れ
待
機
児
童｣

は
４
２
２
人
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
千

田
県
議
は
、
認
可
保
育
園
の
緊
急
増
設

と
保
育
士
の
待
遇
改
善
、
公
立
保
育
所

の
積
極
的
活
用
な
ど
の
緊
急
対
策
を

提
起
。
達
増
知
事
は
「
教
育
・
保
育
の

質
の
改
善
を
図
る
た
め
に
十
分
な
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
。
引
き
続

き
国
へ
働
き
か
け
て
い
く
」
と
答
え
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
は
４
月
５
日
に
待

機
児
童
問
題
に
関
す
る
緊
急
提
言
を

発
表
し
ま
し
た
。
30
万
人
分
の
認
可

保
育
所
の
緊
急
増
設
や
、
保
育
士
の
賃

上
げ
や
配
置
基
準
の
引
き
上
げ
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
内
容
で
す
。 

 

千
田
県
議
は
、
県
立
病
院
の
医
師
確

保
の
状
況
に
つ
い
て
質
問
。
２
年
間
で

51
人
の
増
員
計
画
に
対
し
逆
に

11

人
の
減
少
と
深
刻 

 

予
算
特
別
委
員
会
で
千
田
美
津
子

県
議
が
総
括
質
疑
に
立
ち
、
保
育
園
の

待
機
児
童
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

県
内
の
待
機
児
童
は
７
３
２
人
（
昨
年

10
月
１
日
現
在
）
と
深
刻
な
状
況
で

す
。 

２月県議会本会議で一般質問に立つ斉藤県議（３月１日） 

予算特別委員会で総括質疑に立つ千田県議（３月８日） 

・被災者の医療費・介護利用料等の免除措置
を１２月まで継続実施 

・生活支援相談員を１７８人から増員。市町
村が雇用する支援員も増員へ 

・津波浸水地域の土地売却収入による被災者
の介護保険料・利用料等の負担増について、
土地売却収入を所得としない扱いに 

・被災した高田・大槌・山田の県立病院の再
建整備に１４億９千万円 

・県立病院の看護師は２年間で７８名増員の
計画にたいし９８名の増員。今年度も３８
名の増員計画を上回る４５名の増員 

・３５人学級を中学校２年生に拡充 

・仮設店舗への補助を２０１９年３月まで延長 

・トヨタ自動車東日本岩手工場で昨年１０月
と今年３月で期間社員計９９人を正社員化 

・中小企業振興条例に基づき中小企業振興基
本計画を策定 

○日 時：５月１５日（日） 

①盛岡市都南文化会館：午後１時半～ 

②北上市さくらホール：午後４時～ 

○弁 士：穀田恵二国対委員長・衆議院議員 

     いわぶち友福島県常任委員 

     吉田恭子党県国会議員団事務所長 

 

大
震
災
津
波
か
ら
丸
５
年
が
経
過

す
る
中
、
仮
設
住
宅
や
災
害
公
営
住
宅

で
の
被
災
者
の
一
層
の
孤
立
化
・
孤
独

化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
県
は
、
生
活

支
援
相
談
員
を
昨
年
度
実
績
よ
り
15

人 

 

被
災
し
た
県
立
病
院
の
再
建
整
備

に

14
億
９
千
万
円
余
が
盛
り
込
ま

れ
、
大
槌
・
山
田
の
各
県
立
病
院
は

16

年
度
に
開
業
さ
れ
ま
す
。
高
田
病

院
は17

年
度
開
業
に
向
け
て
整
備
さ

れ
ま
す
。 

 

12
月
県
議
会
ま
で
に
10
万
人
余
の

署
名
が
寄
せ
ら
れ
た
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
、
請
願
の
採
択
も
踏
ま

え
早
急
に
小
学
校
入
院
ま
で
の
拡
充
と

現
物 

え
、
早
急
に
小
学
校
卒
業
へ
の
拡
充
と
現

物
給
付
化
の
実
現
を
求
め
ま
し
た
。 



２０１６年４月                     斉藤信の県政報告                           

 

 

 

                                        

                                        

                                        

                                        

              

   

【
2
月
】 

11
日 

建
国
記
念
日
の
街
頭
宣
伝
、
北
上

市
議
選
政
策
検
討
会
、
金
ヶ
崎

町
議
選
緊
急
決
起
集
会 

12
日 

城
東
地
区
９
条
の
会
運
営
委
員

会 

13
日 

県
医
労
中
央
委
員
会
、
地
域
総
研

公
開
講
座
「岩
手
の
再
生
」 

14
日 

盛
岡
地
区
党
会
議 

16
日 

宮
古
・大
槌
復
興
状
況
調
査
（市

産
業
部
長
、
小
が
理
商
店
、
大
槌

病
院
、
大
槌
町
副
町
長
） 

１8
日 

議
運
、
２
月
定
例
県
議
会
開
会 

19
日 

大
船
渡
復
興
状
況
調
査
（商
工
会

議
所
、
ろ
く
ろ
石
仮
設
団
地
、
県

医
労
大
船
渡
支
部
、
大
船
渡
病
院

長
、
大
船
渡
湾
冷
専
務
） 

20
日 

矢
巾
後
援
会
新
春
の
つ
ど
い
、
県

弁
護
士
政
治
連
盟
と
の
懇
談
会
・

懇
親
会 

21
日 

学
童
保
育
学
習
会
、
戦
争
法
廃
止

求
め
る
県
民
の
つ
ど
い
で
挨
拶
・

ア
ピ
ー
ル
行
進
、
県
職
後
援
会

と
懇
談 

25
～
26
日
・
29
日 

県
議
会
・本
会
議 

27
日 

西
部
後
援
会
新
春
の
つ
ど
い 

【
3
月
】 

1
～
2
日 

本
会
議
、
1
日
に
一
般
質

問
に
立
つ 

3
日 

商
工
文
教
委
員
会
、
県
医
労
中
央

病
院
支
部
と
懇
談 

4
日 

議
運
（新
教
育
長
人
事
案
件
で
質

疑
）、
本
会
議 

5
日 

岩
手
弁
護
士
会
震
災
５
周
年
の

県
民
集
会 

7
～
１8
日 

予
算
特
別
委
員
会 

10
日 

水
産
振
興
議
員
懇
談
会
・水
産
関

係
団
体
と
懇
談 

11
日 

月
命
日
宣
伝
、
大
船
渡
市
で
東
日

本
大
震
災
５
周
年
県
・市
合
同
追

悼
式
、
大
船
渡
市
長
と
懇
談 

12
日 

復
興
県
民
会
議
大
震
災
５
周
年

の
つ
ど
い
（宮
古
市
民
会
館
） 

21
日 

北
上
市
議
選
個
人
演
説
会
、
城
東 

地
区
９
条
の
会
運
営
委
員
会 

22
日 

商
工
文
教
委
員
会 

23
日 

復
興
特
別
委
員
会
、
保
健
医
療
福

祉
政
策
研
究
会 

24
日 

議
運
、
最
終
本
会
議
、
県
政
三
者

懇
談
会 

26
日 

国
道
４
号
盛
岡
北
道
路
開
通
式 

27
日 

大
船
渡
演
説
会 

【
4
月
】 

2
日 

野
党
共
闘
め
ざ
す
第
２
回
実
務

者
会
議 

4
日 

新
年
度
定
例
早
朝
宣
伝(

い
わ
ぶ

ち
友
、
吉
田
恭
子) 

案  件 
日本 

共産党 

改革 

岩手 

自民 

クラブ 

県民 

クラブ 

創成 

いわて 
社民党 公明党 

安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改

善・大幅増員を求める請願・意見書 
○ ○ × ○ ○ ○ × 

2016年度最低賃金引き上げに関する請願・意見書 ○ ○ × × ○ ○ × 

介護福祉士等の修学資金貸付制度の拡充・強化

および離職者訓練（委託訓練）制度の継続実施

等を求める請願・意見書 
○ ○ × ○ ○ ○ ○ 

TPP協定を国会で批准しないことを求める請願 継 続 審 査 

田村議長にＴＰＰ協定を批准しないことを求める請願
を提出するいわて食・農ネットの方々（３月１６日） 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
が

安
倍
政
権
に
よ
っ
て

調
印
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
内
容
は
、

戦
後
最
悪
の
関
税
撤

廃
、農
業
破
壊
で
す
。

他
県
や
全
国
の
農
協

の
独
自
の
試
算
を
示

し 

所
属
の
県
議
が

紹
介
議
員
に
署

名

し

ま

し

た

が
、
自
民
党
・

い
わ
て
県
民
ク

ラ
ブ
・
創
成
い

わ
て
が｢
継
続｣

を
主
張
し
、
継

続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。 

 

岩
手
医
労
連

が

提

出

し

た

「
安
心
・
安
全

の
医
療
・
介
護

じ
つ 

 

し
、
県
と
し
て
実
態
を
踏
ま
え
た
独

自
試
算
を
行
い
、
批
准
を
許
さ
な
い

取
組
を
進
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

３
月
16
日
に
は
、
い
わ
て
食
・
農

ネ
ッ
ト
が
田
村
誠
議
長
に
た
い
し
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
を
国
会
で
批
准
し
な
い

こ
と
を
求
め
る
請
願
を
提
出
。
日
本

共
産
党
・
改
革
岩
手
・
社
民
党
・
無

所
属
の 

１
６
年
度
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
関

す
る｣

請
願
・
意
見
書
も
採
択
。
自
民

党
・
い
わ
て
県
民
ク
ラ
ブ
・
公
明
党

が
反
対
し
ま
し
た
。 

｢

介
護
福
祉
士
等
の
修
学
資
金
貸

付
制
度
の
拡
充
強
化
及
び
離
職
者
訓

練
制
度
の
継
続
実
施
を
求
め
る｣

請

願
・
意
見
書
は
、
自
民
党
だ
け
が
反

対
し
ま
し
た
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

実
現
の
た
め
の
夜
勤
改
善
・
大
幅
増

員
を
求
め
る｣

請
願
・
意
見
書
は
、
自

民
党
・
公
明
党
が
反
対
し
ま
し
た
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

い
わ
て
労
連
が
提
出
し
た
「
２
０

１ 

 

 

商工文教委員会で質疑に立つ斉藤県議（3月22日） 

日本共産党以外の政党・会派・議員が賛成して、

公費を使った県議の｢海外行政視察｣が７年ぶり

に再開されることになりました。改革岩手・自民

党・いわて県民クラブの１２人の海外視察（１人

当たり７８.４万円・総額９４１万円）が可決さ

れました。 

被災者の多くが、いまだ仮設暮らしを強いら

れ、復興事業が正念場を迎える中で、税金を使っ

た県議の特権的な海外視察は、被災者はもとより

県民の理解が得られないものです。 

 

介
護
保
険
の
改
悪
の
影
響
で
は
、

補
足
給
付
が
前
年
比
で
１
４
５
９

人
減
、
２
割
負
担
と
な
っ
た
高
齢
者

が
約
４
５
０
０
人
、
昨
年
４
～

12

月
ま
で
に
76
の
介
護
事
業
所
が
休

廃
止
し
て
い
ま
す
。 

地
域
医
療
構
想
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
が
、
厚
労
省
の
一
律
の
基
準
に

基
づ
く
入
院
病
床
の
削
減
で
す
。
計

画
に
必
要
な
医
師
数
も
示
さ
れ
ず

に
病
院
か
ら
在
宅
に
誘
導
す
る
も

の
で
、
医
療
費
削
減
を
目
的
に
、
先

に
入
院
病
床
削
減
の
計
画
で
す
。 

学
校
２
年
生
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
５
・
６
年
生
に
も
計
画
的
に

拡
充
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

高
校
再
編
計
画
に
つ
い
て
は
、
統

合
・
学
級
減
の
計
画
に
対
し
て
は
地

域
の
合
意
を
形
成
す
る
取
り
組
み

と
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
協
議
を
深
め

る
こ
と
、
１
学
級
規
模
の
高
校
の
存

続
に
あ
た
っ
て
は
、
進
学
・
就
職
の

進
路
指
導
が
行
え
る
教
育
の
質
の

確
保
を
求
め
ま
し
た
。 

 

 

中
学
生
を
め
ぐ
る
状
況
が
複
雑
化
・

深
刻
化
す
る
中
で
、
35
人
学
級
が
中

学
校
２ 

 

３
月
12
日
、
宮
古
市

で
東
日
本
大
震
災
津
波

５
年
の
つ
ど
い
が
開
か

れ 

出
し
た
の
か
改
め
て
検
証
が

必
要
と
強
調
し
ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
達
増
知
事

（
メ
ッ
セ
ー
ジ
代
読
）、
穀
田

恵
二
国
対
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
。
野
党
各
党
、
14
市
町
村

長
な
ど
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

れ
ま
し
た
。
講
演
し
た
齋
藤
徳
美
・
岩

手
大
学
名
誉
教
授
は
、
過
去
に
大
津
波

を
経
験
し
、
な
ぜ
６
千
人
以
上
も
犠
牲
を 

大震災津波５年のつどいでコー
ディネーターを務める斉藤県議 

 

県
内
最
大
企
業
の
ト
ヨ
タ
自
動

車
東
日
本
岩
手
工
場
で
、
昨
年

10

月
１
日
に
50
人
、
今
年
３
月
１
日

に
49
人
の
期
間
社
員
を
正
社
員
化

し
た
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
制
定
さ
れ
た
中
小
企
業
振

興
条
例
に
基
づ
い
て
中
小
企
業
振

興
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

中
小
企
業
が
直
面
す
る
三
つ
の
課

題
―｢

人
材
の
確
保
・
育
成｣｢
既
存

の
営
業
力
・
販
売
力
の
維
持
強
化｣

｢

後
継
者
の
育
成
・
決
定｣

の
取
り
組

み
の
推
進
を
求
め
ま
し
た
。 


